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7α-OH-Preg は鳥類や両生類の脳に存在し、光依存的に合成・分泌され、脳神経系に変化を生み出

す因子であると考えられている。哺乳類では、脳内に 7α-OH-Preg の合成に関与する酵素が発現して

いることを示した知見はあるものの、その実体を明示した報告はなく、7α-OH-Preg の存在や生理機

能など多くの謎が残されている。7α-OH-Preg の合成には CYP7B1 による 7位のヒドロキシル化が

必要であるが、CYP7B1 によって合成されるもう一つのニューロステロイドとして、7α-ヒロドキシ

デヒドロエピアンドロステロン(以下 7α-OH-DHEA と略) がある。本研究課題では、哺乳類脳内に

おける 7α-OH-Preg と 7α-OH-DHEA の存在を明示するため、マウス脳の各部位抽出物に含まれるス

テロイドの同定をおこなう。さらに、発現・分泌のパターン、日周リズムや光応答性の詳細な検討を

行うことで 7α-OH-Preg と 7α-OH-DHEA の実体を解明する。 

マウス脳内の 7α-OH-Preg および 7α-OH-DHEA 量の定量のために、脳組織からの抽出法と質量

分析による検出の改良をおこなってきた。その結果、カラム抽出時の溶媒濃度の改良や、LC-EMS-

MS/MS 解析時の Lithium 添加により、より高感度で検出できることがわかった。特に、これまで

検出感度が低かった 7α-OH-DHEA の検出感度を数倍あげることに成功した。また、Morris water 

maze 試験による空間学習に伴う 7α-OH-Preg と 7α-OH-DHEA 量の変化を質量分析により検出して

きたが、空間学習前には 7α-OH-Preg および 7α-OH-DHEA は検出されず（検出限界以下）、空間学

習後に 7α-OH-Preg および 7α-OH-DHEA 量が上昇していることがわかった。 

現在の問題点は、マウスの空間学習の試行回によって、7α-OH-Preg と 7α-OH-DHEA の量が大

きく異なることである。今後、この差異が個体差によるものか、抽出作業によるものかを明らかに

し、安定した結果を得られるよう条件を検討する必要がある。また、マウスの空間記憶学習後の 7α-

OH-Preg および 7α-OH-DHEA の時間経過による変化や、時刻依存的な 7α-OH-Preg および 7α-

OH-DHEA 量の変化を明らかにする予定である。 

 

 

 


